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欝
六
十
節
・
葛
野
郡
大
内
村
の
九
僚
琴
∴

郡
内
各
村
基
多
少
の
警
還
せ
ぎ
を
ぐ
基
附
伸
線
反
射
六
十
五
町
歩
僚
忙
し
で
産
額
賓
に
四
十
五
苗
賓
を
超
ゆ
而
し

て
其
栽
嘗
最
も
盛
参
る
甘
大
内
対
蓑
雀
野
村
に
ケ
就
中
大
計
和
轟
け
卑
作
付
反
別
芸
町
八
反
除
に
及
び
産

材
十
五
帯
革
憤
警
笛
鳳
以
上
姦
せ
♭
即
ち
同
村
に
於
で
慮
警
稀
す
る
も
の
は
殆
ん
と
之
れ
を
栽
培
せ
ざ
る
あ
1

変
数
空
丁
鮫
戸
に
七
で
盲
二
度
蕗
を
下
る
漕
ユ
町
歩
欄
外
農
作
す
る
も
Ⅶ
少
か
ら
中
英
飽
七
億
村
及
京
都
市

議
粧
し
て
描
絹
紺
銅
択
銅
関
門
相
律
媚
絹
針
よ
れ
ば
針
葦
寧

輔
弼
の
地
に
桁
荷
帥
敵
の
怨
普
老
誓
時
に
警
警
晶
増
し
商
量
原
電
は
預
管
か
凍
え
る
も
の
は
豊

雪
駄
の
票
糾
瞥
和
銅
四
年
仰
宗
三
富
書
今
品
に
警
れ
碧
も
冒
れ
ば
諾
毛
で
菅
で
警

苧
ん
は
基
題
脳
は
凡
そ
千
二
百
年
以
前
に
屈
し
頗
る
音
遠
雷
誓
言
の
芸
ふ
べ
し
而
し
て
漆
芸
野
大

内
、
七
伐
の
錆
付
は
蔓
完
嘉
に
需
品
し
て
右
京
め
中
に
晋
農
八
年
芳
（
今
よ
皐
芋
年
前
表

中
基
閑
地
を
良
に
望
新
警
永
警
せ
し
品
田
と
富
や
唯
美
小
路
豊
露
芸
濃
若
瓶
篭
怠

′
し
亡
か
「
■
且
茂
り
ト
け
・
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旨
款
，
灯
し
一
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且
ル
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品
諾
雪
題
意
経
は
霹
完
き
忘
蒜
眉
栽
増
叢
漂
射
れ
ほ
ろ
嘉
に
蒋
び
酬
伸
展
為
に
至

芸
品
讐
計
る
に
及
で
至
芸
名
大
し
セ
る
も
の
な
ら
ん
心
発
で
も
芸
の
盛
悪
銭
知
音
に
由
な

日
本
人
の
忘
れ
も
の
と
お
稲
荷
さ
ん
の

「葱」
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患
腰
撃
つ
象
全
に
薬
で
あ
る
。
奈
良
時
代
∵
そ
の
薬
効
は
中
国
か
ら

入
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
朝
廷
で
も
認
識
し
て
い
た
。
天
然
痘
が

猛
威
せ
ふ
る
っ
て
貴
族
達
を
震
え
上
が
ら
せ
た
天
平
九
年
（
七
三
二
）

六

月

、

層

融

討

u

召

そ

の

中

で

ア

能

煮

韮

、
．
葱
可
多
食
⊥
、
韮
や
葱
を
よ
く
煮
て
歪
に
与
き
よ
」
と
品
名
し

て
い
る
。
一
九
九
六
年
十
一
月
、
同
じ
頃
の
二
条
ナ
け
木
簡
に
　
…

芯

壷

物

奉

　

月

　

四

日

」

と

㌻

㌻

さ

れ
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も

打
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イ

　

樹

層

。

太

政

官

符

を
拡
大
解
釈
し
、
木
簡
か
ら
あ
え
物
と
し
て
の
調
理
法
か
ら
推
し
て
、

葱
は
当
時
か
ら
薬
用
も
か
ね
・
て
畿
内
だ
け
で
な
く
、
布
告
先
の
東
海
・

北
陸
・
山
陰
・
山
陽
・
南
海
の
諸
道
に
ま
で
か
な
り
栽
培
が
普
及
し

て
い
た
と
職
走
す
る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
か
。
「
葱
」
．
に
つ
い
て
は

奈
良
前
期
の
木
簡
が
も
う
一
点
五
八
五
年
六
月
に
「
準
を
含
む

習
書
木
簡
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
私
が
葱
の
奈
漫
時
代
普
及
説
を
推

定
し
た
背
景
に
は
、
二
〇
世
紀
未
に
発
掘
さ
れ
た
空
前
絶
後
と
も
青

ゎ
れ
る
萱
家
。
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こ
の
木
簡
群
か
ら
京
野
菜
の
原
点
と
も
考
え
ら
れ
る
古
代
野
菜
を

栽
培
し
て
い
た
儀
園
が
判
明
し
た
。
京
都
府
南
部
に
奈
良
時
代
初
頭

に
存
在
し
た
畳
屋
王
家
の
農
園
が
木
簡
記
録
上
確
認
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
全
国
的
に
む
知
名
度
の
高
い
京
の
伝
統
野
菜
の
中
で
も
今
尚
、

－
　
　
　
　
　
・
さ
れ
て
い
る
一
九
粂
整
も
打
撃

は
云
え
、
稲
荷
神
社
創
建
の
刹
良
矧
捌
劇
画
観
劇
矧
楓
矧
山
別
封
H

井
に
な
る
。
そ
こ
に
靴
波
か
ら
の
伝
来
説
が
浮
上
し
て
い
・
る
の
も
、

先
に
も
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
最
先
端
文
化
、
技
術
を
京
都
盆
地
に

も
た
ら
し
た
秦
一
族
の
貢
献
の
中
で
庵
農
薬
や
作
物
流
通
（
種
子
）

に
多
大
な
役
割
を
果
た
し
、
東
国
と
の
仲
立
ち
を
し
た
と
伝
え
ら
れ

る
秦
大
津
父
の
動
勢
の
一
灘
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
疎
い
。
平
城

京
を
支
え
た
古
代
「
京
野
菜
」
興
隆
の
鍵
を
揺
る
も
の
と
し
て
木
簡

．
京
都
府
風
儀
婆
銀
狐

阻

治

路

十

二

叫

六

月

二

十

円

印

刷

航
∵
治
二
闇
十
二
中
山
ハ
月
二
十
五
日
放
軒
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京

；
珂
時
空
か
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食

京
郭
肝
策
町
抑
祉
虹

・

相

川

相

川

帽

回
珊
瑚
の
l
菜
園
の
位
置
の
堆
謝
が
浮
l
月
割
引
に
及
ん
で
、
稲
荷
神
社

脚
選
の
紀
伊
郡
藻
草
里
に
お
け
る
「
葱
」
栽
培
と
河
内
．
計
町
卸
町

∴
腎
．
針
訃
㌢
価
）
．
に
よ
新
訂
酢
訃
削
釦
郡

．
針
帯
祈
始
め
＝
か
と
考
え
る
の
も
あ
な
が
計
封
計

届
。
．
尋
或
時
代
に
完
成
し
た
法
典
「
延
書
式
」
に
は
『
凰
］
■
和
親
瞥

ノ
ウ
ハ
ウ
も
郷
窪
さ
れ
、
阜
時
代
毎
の
各
地
栽
培
農
産
物
の
把
り
起

層
刑
化
ざ
れ
、
進
展
す
れ
ば
「
葱
」
の
存
在
意
義

は
．
更
に
増
大
す
る
だ
ろ
う
∩

ユ
リ
科
に
属
す
る
葱
に
は
「
愛
撼
豊

也
翫
温
ブ
花
音

鵬

葉
が
贈
濁
れ
て
い
る
1
喜
劇
矧

蝕
は
中
国
西
部
の
中
央
ア
ジ
ア
・
バ
ミ
ー
ル
鴇
原
義
で
波
る
r
そ

こ
．
は
地
名
を
葱
嶺
と
い
う
。
数
千
年
前
、
初
め
て
栽
培
化
さ
れ
た
葱

は
品
種
改
良
を
重
ね
な
が
ら
人
か
ら
人
の
手
へ
、
地
域
か
ら
地
域
へ
、

民
族
か
ら
民
族
へ
と
守
り
育
て
ら
れ
な
が
ら
、
思
い
や
り
と
分
か
ち

あ
い
の
遺
伝
子
を
も
イ
ン
ナ
ッ
ト
t
た
の
で
あ
ろ
う
D
ヨ
圏
は

、
ン
ル
ク
ロ
ー
ト
を
私
て
古
代
叶
匡
　
塗
る
し
け
檻
釘
斗
P
サ
ら
笥
弧

の
日
本
梅
を
労
服
し
た
先
人
運
に
よ
り
庸
け
ち
れ
た
1
1
㍍
り
断
だ
芸

こ
と
も
私
達
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

お
わ
り
に

ー
後
払
ト

史
料
の
解
明
が
急
が
れ
る
。
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